
里山・里川・里海の『幸』で繋がる�
げんき玉プロジェクト

さち

里山里川の地域資源で生まれた「げんき玉」で里海のアマモ畑を復活
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02①Profile（プロフィール）

1979年　神奈川県横浜生まれ広島育ち

生原商店 　代表

2020年～　生原商店開業　瀬織販売スタート�
環境に優しい商品を取り扱う生原商店を開業。コロナ禍中に出会った土壌改質材『瀬織』の製作者である徳本和義の生き方とサステナブ
ルな技術に感銘を受け、浄水場のごみがゼロになり、更にリサイクル資材として有効活用できるという事実を知り、衝撃を受ける。この
年、株式会社徳本製作所の瀬織販売責任者に選任される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 �

2021年～22年～　無印良品　ローカルMUJI商品選定通過（３店舗販売）�
『土壌改質材：瀬織』を使用した新商品、せとうちコンポストの販売を開始。元々廃棄されていた地域資源を活用したことが評価さ
れ、9月にはローカルMUJI商品として無印良品アルパーク店、無印良品東広島ゆめタウン店を含む広島県内の合計3店舗で販売中。          �

2023年～　せとうちコンポストWood販売  G7（フードロス防止計画で実施）�
2023年中旬に、里山整備・水源の保全に繋がる広島県の間伐材を使用した「せとうちコンポストwood」の販売を開始。G7広島国際メディ
アセンター隣接の調理場にて「せとうちコンポスト」を活用し、土に還るフードロス防止計画を実施。調理くずや食べ残しを堆肥化し、
地元の農家や牧場に寄付するというCSR活動を展開。�

2024年～　徳本製作所の事業承継・尾道長江浄水場（瀬織製造スタート）�
瀬織製造の代表である徳本和義氏（82歳）から事業を受け継ぎ、株式会社徳本製作所の代表取締役社長に就任。同時期に尾道の国の重要
文化財に登録された長江浄水場での瀬織の製造も開始。この度、広島湾さとうみネットワーク　事務局　特定非営利団体法人　瀬戸内さ
とうみ楽会の理事へ・スパイラルガーデンの循環コーデネートとしても参加。今現在、三次・尾道・安芸太田・広島市にて官民連携のま
ちづくり業務なども携わっております。

生原　誠之
Ikuhara　　Masayuki

幼少期は鳥取の田舎で祖母と一緒に過ごすのが好きで、すいかや長芋の収穫、牛の世話や餌やりを楽しんでいた思い出が強く、藁や米糠の香
りは今でも鮮明に覚えています。1998年より料理の世界に入り、山海の幸や広島の歴史に興味を持ち、『食文化』の世界に飛び込む。瀬戸内
の素晴らしい島々を体感する中で、里山・里海の『幸・さち』の魅力の再確認。その後、ウェディング業界では三瀧荘での食のプロデュース
を経験し、2018年には広島で周遊型観光の可能性に心惹かれ観光業の世界へ。そんな中、コロナ禍のタイミングで生原商店開業を決意。食か
ら始まり、観光、環境を経て、土づくりの世界へ還ってきたそんな感覚です。

1979～2019年　食の世界→WEDDING（三瀧荘）→観光→まちづくりへ（土づくり）

※



里川の地域資源『瀬織』って何？
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04瀬織の製造現場（広島県北部に位置する三次の向江田浄水場）



開発者：徳本 和義　（製造方法特許取得）�
販売責任者：生原商店　生原 誠之（商品名：「瀬織」商標登録証済）

浄水場での廃棄汚泥をゼロにし、コストダウンに成功、リサイクル天然資材へと商品化。

三次市馬洗川

通常は廃棄されていた�
天然泥

自然の力を活用した�
乾燥技術

大学教授と連携し�
土壌・水質の資材へ

1次産業やコンポストなど�
ローカルブランドの確立

瀬織のストーリー① 05



太陽、風、農業の力で製作 
温室効果ガス・CO2の削減 
に大きく貢献できる

持続可能な社会へ
三次市の浄水場にて 
ごみゼロに成功

含水率85％→2次天日により
含水率30％以下に成功

リサイクル天然資材の開発

今まで廃棄されていた『ごみ』
が　ミネラルたっぷりの資材へ

ごみ処理費用がゼロに

（土壌改質材で1次産業とタイアップ）

瀬織のストーリー② 06

2030年：SDGs目標達成2050年：カーボンニュートラルの実現 サステナブルな技術と可能性

全国に500～600箇所

①2次天日乾燥床法の開発

エビデンス取得
大学教授環境生命学

コンポストの基材として活用

※里山の今まで廃棄されていた物がミネラル豊富な地域資源へ変貌



昭和17年 9月26日(79歳)住所 広島市南区旭町 

昭和40年:近畿大学理工学部 電気工学科 卒業 

昭和40年:太田川東部工業用数水道建設事務所 技師 広島県採用 

昭和49年:土木建築部下水道課 主任 

昭和58年:土木建築部都市局下水道課 施設係長 

昭和62年:消化ガス発電施設建設提案により知事賞受賞 

昭和63年:企業局広島水道管理事務所 白が瀬浄水場 浄水課長 

昭和63年:急速濾過閉塞対策方法を水道協会名古屋大会で研究発表 

平成02年:企業局広島水道管理事務所 瀬野川浄水場 浄水課長 

平成04年:天日乾燥床の乾燥補助にサンドドレーン工作の応用を研究発表 

平成05年:総務部管財課技術補佐 

平成08年:都市局下水道課技術補佐 

平成11年:企業局西部水道事務所 所長 

平成13年:企業局広島水道事務所 所長 

平成13年:天日2段乾燥法の開発

（株）徳本製作所　代表取締役　徳本和義�
　　「瀬織」製作技術者

瀬織製作所を手がけた徳本和義は、長年、全国の水道局に勤務した経歴を持つが、若い頃、水道水を濾過する際に出る、泥
の処理作業中、ゴミとして扱われている浄水場の泥に、昆虫(バッタやカマキリ)が集まり、その泥を舐めている姿を見て、こ
の泥にはミネラルや栄養が凝縮されているのではないか?と、思い当たる。そして平成3年、浄水場の前庭に植えた桜の木の
根が、約30cm離れた場所で”凝固した浄水場の泥”の山にめがけて、細かく毛根を伸ばしている姿を見て衝撃を受けた。その”

凝固した浄水場の泥”こそが「瀬織」の原型。虫や植物がこの事業に導いてくれたという。

「元々日本人はサステナブルな精神を持っています」＿＿＿徳本和義

何故、この技術が開発できたのか？なぜ汚泥が資材になったのか？

瀬織の生みの親 07



082024年　スタート　瀬織の製造現場（広島沿岸部　尾道の長江浄水場）

瀬織の循環型資材のビジョン・ストーリーに共感していただき、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2024年から国の重要文化財　尾道市　長江浄水場から瀬織が生まれます。（緩速濾過法）



里山の地域資源を生かした�

『せとうちコンポスト』
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せとうちコンポストについて① 10

コンポストとは？「堆肥（compost）」や「堆肥を作る容器（composter）」の事。 

家庭から出る生ごみや調理くずを微生物の働きを活用して発酵・分解させる 
昔から伝承されてきた日本の大切な知恵の一つです。



日常の生活の中に溶け込むコンポスト

ure

image

ureure

image

ベンチとして、アウトドアファーニチャーとしてのコンポスト

brown

variety of colors

ure

せとうちコンポストwoodの開発① 11

ライフスタイルデザイン部門



森の整備・⽔源の保全につながる 広島県間伐材を使⽤

せとうちコンポストの特徴？ 12

外箱に里山の間伐材使用し、WOOD型コンポストが完成 里山で廃棄されていた地域資源を再利用

森の整備や水源の保護につながり 里山の地域資源の活用で街中の生ゴミを削減

釘を使わないまるでLEGOのよ
うな組み立て式コンポスト

設計デザイン（校倉造 あぜくらづくり）

まだまだ廃棄されている地域資
源はたくさんあります。

（元々ごみとして扱われていたもの）



G7・メディア　せとうちコンポスト 13

6月24日発売　FRaU 8月号

「木썿森썣썻썦쎢、未来」
日本쎅森쎩元気쎂썰쎢20쎅쎬쎹쏁쏱쏽쎂掲載　参照「



せとうちコンポスト設置・販売 14



2024年11⽉OPEN！

（株）シンコー様の資料より
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「쏁쏽쎽썗様：쎽쏽쏅쏡쏒쏠쏍쎹쎟쎡資料参照」　

循環型の施設　様々な仕掛けと連携　CSRの活動を実施

スパイラルガーデン　循環コーディネートとして参加

1F 2F / 3F

入居店舗の配置（予定）

（株）シンコー様の資料より



里海の皆様と『げんき玉』海の畑を復活！
（アマモ苗）
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広島湾再生行動計画（第二期）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２－１ 

広島湾再生行動計画 里山には里山の地域課題

里海には里海の地域課題

獣害問題・耕作放棄地・空き家・人口減少・地域資源の有効活用etc..

海洋プラスチック問題・ごみ問題・水質汚染・獣害・耕作放棄地・アマモ問題etc..

里海の大きな課題の一つであるアマモの減少。瀬戸内海などの潮間帯に生息する海藻で、その存在は生態系にとって重要です。　　　　　　　　　　　
しかし、近年、アマモの生息地が減少しているという問題が指摘されています。

水温の上昇や水質汚染、海洋酸性化などの環境変化が、アマモの生息環境に影響を与えています。また、外来種の侵入などの影響もあり、これらの要因
は漁業にも大きな被害を与えています。

里海の環境問題（アマモ問題）

同じ課題　withで解決

広島湾さとうみネットワーク　再生行動計画 17



里山の地域資源を生かした資材

河川の恵「瀬織」

おかくず 葦 竹チップ

牛糞

産学官連携

里山連携

『帯広市上下水道部　水の循環について資料参照』

里海連携
里山里川の恵で、アマモの苗作り�

海のアマモ畑を復活

里川連携

18げんき玉プロジェクト①



民学 官産

里山で廃棄されている資材の有効活用 
企業CSRの活動でのPR

里山と里海の環境保全 
ローカルSDGs、森林環境譲税 
生物多様保全・Jクレジット

研究機関との連携 
データ分析から専門的な苗玉の作成

参加型・子供達の未来への 
持続可能な活動を続ける

里山の資材を活用することで�
森林や河の整備に繋がる

社会課題の解決に向けて�
環境保全や生物多様の保全に繋がる

専門的な連携により�
エビデンスからの信頼

子供達含めて日本の未来に向けて�
持続可能な社会に繋がる

里山ネットワーク

里川ネットワーク

19げんき玉プロジェクト②



GENKIDAMA

げんき玉

未来は自分たちの手で守る！
そんな子供達の心の声を皆様とご一緒に創り上げていけたらと思います

民学 官産

里山・里川・里海の『幸』で繋がる�
げんき玉プロジェクト
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海は世界と繋がっております。シンプルで本質的なヴィジョン・ストーリーが世界からの応援を募れるかもしれません

ご清聴、ありがとうございました。

最後に


